
決算説明会

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。

https://www.nidec-industrial.com/expand-production-natural-gas-field-2/



連結決算業績

1,111 1,152 1,075 
916 958 

1,113

130 
110 

49 

-22 

60 

110 

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上高 営業利益

【精密小型モータ（億円）】 【車載（億円）】

【機器装置（億円）】

731 803 
696 

736 
708 757 

134 146 

106 

70 

111 
124 

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上高 営業利益

【家電・商業・産業用（億円） 】

2,227 2,307 2,279 2,327 

2,389 2,408 

179 
204 206 

119 

309 
277 

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上高 営業利益



1,133

1,409 1,404
1,251

1,376 1,446 

0 
55 

-80 

-397 

110 
53 

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上高 営業利益



為替
変動

家電・商業・
産業用

機器装置 電子・光学、
その他

為替
変動

精密小型
モータ

機器装置 電子・光学、
その他

全社費用

精密小型
モータ

11,308

964

車載

家電・商業・
産業用

車載

+32

+10

11,607

1,158

構造改革
費用

+174

+41+164

▲276

FY22・2Q累計
（実績）

FY23・2Q累計
（実績）

▲85

▲4
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2023年度2Q連結決算ハイライト

中⾧期成⾧を
支える積極投資
は今後も継続

設備投資・減価償却費・研究開発費

FY21 FY22 FY214 FY222 FY212 FY223

設備投資 減価償却費 研究開発費

（通期予想）

（億円）

（通期予想）

（通期予想）

（上期実績）
（上期実績）

（上期実績）



中⾧期戦略目標中⾧期戦略目標


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 Vision2025

*
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精密小型モータ:セグメント内の事業ポートフォリオ転換を加速

省電力関連やサーマルマネジメント需要の獲得に加え、車載小型モータの量産化を開始

Vision2025





（目標）（予）

（売上高:億円） （利益率）



精密小型モータ:新商材の拡販

発熱量

多

2輪車の電動化は4輪車に約5年遅れて進展 AI活用機会の拡大に伴って水冷需要は増加

CDU: 
Coolant Distribution Unit
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精密小型モータ:四半期別業績推移

中期成⾧を見据えた種蒔きと短期業績の回復に向けたWPR-X 活動を同時に推進

（売上高:百万円） （営業利益率:%）
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CASE革命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の車載システム企業を目指す

Vision2025

車載:高成⾧への打ち手

（売上高:億円）






（利益率）

（目標）（予）
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急激な価格破壊の進展による「モータの低出力化」や 「X-in-1化」が想定以上の速さで進展

車載:中国E-Axle事業の戦略転換

（占有比率）

*

開発&製造
中国国内にて完結しスピード対応
（ローカル開発体制の更なる充実化）

販売

低出力/X-in-1の横展開
（中国OEMや日系OEMの中国合弁）
購買

中国現地メーカー部品へシフト * 50 30-150kW
A, B, C

CY23 1-8

**

**



車載:E-Axleの「X-in-1化」

E-Axle Gen3は、従来の3-in-1に、IPSユニットとPTC-Heaterを組み込んだ「7-in-1」へ

Gen3: 7-in-1

BMS: Battery-Management-System
Inv: Inverter
DCDC:DC-DC converter

3 in 1

IPS PTC

IPS PTC
for 7-in-1

7-in-1: Motor, Gear, Inverter, IPS OBC+DC-DC+PDU , PTC

IPS: Integrated Power System, OBC: On-Board Charger,
PDU: Power Distribution Unit, PTC: Positive Temperature Coefficient (Heater)

車載:当社E-Axleの販売台数推移

不採算機種の受注制限で収益性最優先の舵取りを行いつつ、小型化のR&Dを再加速
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16%
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69%

Gen1(VE)
15%



車載:EVトラクションモータ事業の売上高推移

中国に加え日・欧・米OEMへの受注を加速しFY25売上高5千億円（目標）達成を目指す

【部品】

【E-Axle】
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車載:四半期別業績推移

FY22下期の構造改革費用計上から、FY23は大幅な反転攻勢へ

*
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高効率モータへの置き換え等グリーンイノベーション関連需要の獲得を軸に高成⾧を実現する

Vision2025

家電・商業・産業用:高成⾧への打ち手







（売上高:億円） （利益率）

（目標）（予）

家電・商業・産業用:サブセグメント別の四半期業績推移

MOEN事業は、家電・商業・産業用の売上・利益の両面でFY23業績に貢献

222,686
230,710 227,908 232,682 238,879 240,784

17,903
20,389 20,631

11,894

22,427
(Non-GAAP）

30,905

27,719
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※



家電・商業・産業用:サブセグメント別の主な製品構成

家電・商業・産業用: SynRA™で誘導モータ市場を制覇

革新的技術のSynRA™モータを市場投入。誘導ﾓｰﾀ市場でダントツの世界シェアNo.1を狙う!

2次損失

その他

1次銅損

鉄損

39%減

™ ™

40%減

CCP賞
（米国）

NED賞
（米国）

BP賞
（米国）



家電・商業・産業用(MOEN):中⾧期成⾧を見据えて新分野に挑戦

MOENは、FY27までの計5年間で売上高倍増（CAGR15%）を目指す

約8千億円
（目標）
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家電・商業・産業用:四半期別業績推移

（売上高:百万円） （営業利益:百万円） （営業利益率:%）
＜家電・商業・産業用＞ ＜内、海外子会社群＞
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発電機やクリーンエネルギー市場の追い風を受け、海外子会社の収益性改善が進展
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その他製品グループ:高成⾧への打ち手

FY23より機械事業本部が始動（減速機・プレス機・工作機械）、機器装置の高成⾧を牽引

Vision2025
（売上高:億円） （利益率）

（目標）（予）









*

*

その他製品グループ:機械事業本部

積極的なグローバル展開とM&Aによる事業拡大でFY30売上高1兆円を目指す

FY11 FY22



*
生産拠点はグローバルに展開（8か国25工場）、各マーケットのニーズに対応

その他製品グループ:機械事業本部

*
協働ロボット市場で世界シェアNo.1を狙う

その他製品グループ:機械事業本部の戦略① 減速機・プレス機

ユニット化によるソリューション提案で更なる高収益化を実現

44 57 71 92
118

143

274

344

433



*
FY25に、欧米:中国:日本:その他＝3:3:3:1として旋盤他の機種構成比を増やす

その他製品グループ:機械事業本部の戦略② 工作機械
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その他の製品グループ:四半期別業績推移

FY22Q4の構造改革費用計上を経て、FY23は更に一段上の収益性改善を狙う

（営業利益率:%）（売上高:百万円）



業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補足資料





省人化の波
（キーワード:産業用ロボット、サービスロボット、物流）

5G & サーマルソリューションの波
（キーワード:触覚、手振れ補正、放熱モジュール）

デジタルデータ爆発の波
（キーワード:高速・大容量、GAFA、巣ごもり）

省電力化と
コロナ後の波

（キーワード:殺菌、衛生、巣ごもり）

車載用モータ

家電用モータ

冷蔵庫用コンプレッサ

ニアライン用HDDモータ

ファン
モータ

べーパーチャンバー ヒートパイプ

減速機

ドローン用モータ

無人搬送台車

脱炭素化の波
（キーワード:走る・曲がる・止まる、安全・快適、熱マネジメント）

トラクション
モータシステムeVTOL

17.8%
(20.0%)

2.5%
(3.8%) 15.3%

（16.3%)

12.6%
(13.6%)

3.7%
(3.7%)

HDDモータ

オルゴール、サービス

家電・商業・産業用家電・商業・産業用

機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ

スイッチ、センサ、レンズユニット、カメラシャッター

産業用ロボット、カードリーダ、検査装置、
プレス機器、変減速機、工作機械

24.3%
(22.5%)

41.3%
(40.1%)

1兆1,607
億円

車載車載



その他小型モータ

トラクションモータシステム、車載用モータ
（電動パワステ用モータ、電動ブレーキ
用モータ等）、自動車部品（電動オイル
ポンプ、電動ウォーターポンプ、コントロー
ルバルブ等）

家電・商業・産業用モータ（エアコン用モータ
、洗濯機用モータ、乾燥機用モータ等）、家
電・商業・産業用関連製品（冷蔵庫用コンプ
レッサー、発電機、バッテリーエネルギー貯蔵シ
ステム等）

小型ブラシレスモータ、ファンモータ
、振動モータ、小型ブラシ付モータ
、モータ応用製品

0.2%
(0.2%)
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売上高（左軸）
営業利益（右軸）

四半期別の業績推移（売上高・営業利益）

WPR-X 活動によるFY22の収益構造改革を経て、FY23は業績V字回復へ

営
業
利
益
（
億
円
）

リーマンショック

震災

タイ洪水

WPR1
WPR2

WPR3

WPR4

WPR-X

-254

売
上
高
（
億
円
）

車載:当社E-Axle搭載車種の販売状況

当社E-Axle搭載車種はFY20に前年比90%増、FY21同140%増、FY22同138%増

（台数）



570 614

236

-214

861

593

413 453

174

-591

640

420

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

税引前利益 当期利益

【税引前利益・当期利益の推移（億円）】

5,404 5,904
5,690 5,431 5,661 5,946

447
517

280

-243

602
5568.3% 8.8%

4.9%
-4.5%

10.6%
9.4%

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上高 営業利益 営業利益率（％）

【売上高・営業利益の推移（億円）】

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当金の推移（円）】

35.0 
35.0 35.0 

30.0 35.0 35.0 

232 

78 

287

21年度 22年度 23年度

期末配当金 第2四半期末配当金 一株利益



（予）

（予）
564 

1,413 

-810 -796 

-246 

617 

22年度2Q累計 23年度2Q累計

営業CF 投資CF フリーCF


